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就学前児童保護者調査 

 

安城市の子ども・子育てに関する 

アンケート調査 
 

 

日頃から安城市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、本市では令和２年３月に「第２期安城市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、子育て

家庭への支援に取り組んできました。このたび、少子化社会対策、子ども・若者育成支援、子ども

の貧困対策を含む「安城市こども計画」の策定に向け、総合的な見直しを進めております。 

この調査は、無作為に選んだ【就学前児童保護者の方】に対し、子育て支援サービスに関する利

用状況や今後の利用希望をはじめとした、ご要望・ご意見などをお伺いし、計画に反映することを

目的に実施します。 

つきましては、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 

令和６年１月 

 安城市長 三星 元人 

 

 

１．このアンケートは、封筒のあて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．特にことわり書きのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

３．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きに従ってご回答くださ

い。特にことわり書きのない場合は、次の設問にお進みください。 

４．ご記入が済みましたら，同封の返信用封筒に入れ，切手を貼らずに２月１６日（金）までにポストに

ご投函ください。なお、調査票や封筒にお名前を書く必要はありません。 

５．ご回答いただいた調査内容は、子育て支援施策の検討のみに利用させていただくものであり、回答者

個人が特定されたり、他の目的に利用したりすることは一切ございません。統計的に処理し、その結

果を市のホームページで公表いたします。 

 

 

 

このアンケート調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

安城市 子育て健康部 子育て支援課 

◆電 話：０５６６－７１－２２２７ 

◆電子メール：shien@city.anjo.lg.jp 

 

◆ご回答の前にお読みください。 

資料２ 
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（用語の定義） 

この調査票における用語の定義は以下のとおりです。 

幼稚園 
３～５歳児に対して幼児教育を行う施設 
（学校教育法第２２条） 

保育園（認可保育所） 
保育を必要とする０～５歳児に対して保育を行う施設 
（児童福祉法第３９条） 

認定こども園 
幼稚園と保育園の機能を併せ持つ施設（就学前の子どもに関する教育、保育等の
総合的な提供の推進に関する法律第２条第６項） 

 

 

アンケート調査等により、子
育て家庭の子育て支援の利用
状況や利用希望等を把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ・幼稚園、保育園、認定こども園の整備 

 
・放課後児童クラブ、一時保育、 

病児・病後児保育 等の充実 
 
・子ども・若者支援関連事業の実施 

安城市こども計画 

幼児期の学校教育・保育や地域の子育て支援について、 

利用人数の見込みを算出し、見込みに基づいた供給体制

の確保策を記載 

 

・少子化社会対策 

・子ども・若者育成支援    

・子どもの貧困対策   を含む関連事業を記載 

調査票を送付 

回答 

 

調査回答から把握さ
れた利用希望等を考
慮して、今後の計画
を策定 

安城市子ども・子育て会議 安城市 

この調査の結果は、地域の⼦育て⽀援の充実に⽣かされます 

子育て家庭 
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あて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします 

 
問１ あて名のお子さんの①生年月、②兄弟姉妹の数についてご記入ください。 

 

①生年月 

（数字を記入） 
西暦          年      月生まれ 

②兄弟姉妹の数 

（あて名のお子さんを含む） 

   人 

 

 

問２ お住まいの地区をお答えください。（○は１つ） 
 

１．安城南中学校区 ２．安城北中学校区 ３．明祥中学校区 

４．安城西中学校区 ５．桜井中学校区 ６．東山中学校区 

７．安祥中学校区 ８．篠目中学校区  

９．わからない⇒ 町名：（           ） 【例】安城町赤塚 

 

問３ この調査票を回答する方は、あて名のお子さんからみてどなたですか。（○は１つ） 
 
１．父親 ２．母親 ３．その他（      ） 

 

問４ あて名のお子さんの子育てを主にしているのは、お子さんからみてどなたですか。 

（○は１つ） 
 

１．父母ともに ２．主に父親 ３．主に母親 

４．主に祖父母 ５．その他（      ）  

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 
 
１．配偶者がいる            ２．配偶者はいない 

 

問６ あて名のお子さんは祖父母と一緒に住んでいますか。 

また、近所（様々な移動手段を使い１５分以内程度に行き来できる範囲）に祖父母が住ん

でいますか。（あてはまるものすべてに○） 

選択肢はあて名のお子さんからみた関係です。 
 
１．一緒に住んでいる祖父又は祖母がいる（同居） 

２．近所に住んでいる祖父又は祖母がいる（近居） 

３．祖父母と同居・近居をしていない 

４．その他（自由記述                            ） 
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問７ あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる方はいますか。（あてはまるも

のすべてに○） 
 
１．配偶者又はパートナー 

２．あて名のお子さんの祖父母 

３．ご自身の兄弟姉妹や親戚 

４．ご自身の友人や知人 

５．近所の人 

６．幼稚園や保育園等の職員 

７．行政機関の職員（保健センター、子育て支援センター、あんぱ～く等） 

８．民生委員・児童委員 

９．かかりつけの医師 

10．ＳＮＳ（Ｘ（旧 Twitter）、LINE、Instagram 等） 

11．気軽に相談できる人はいない 

12．その他（自由記述                           ） 

 

 

問８ あて名のお子さんの子育てをする上で、特に悩んでいることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
 
１．子どもの健康や発育・発達に関すること  

２．子どもの食事や栄養に関すること 

３．子どものアレルギーのこと 

４．子どもの性格や癖のこと  

５．子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）のこと 

６．幼稚園や保育園、学校等の環境や先生に関すること 

７．育児やしつけの方法がわからないこと 

８．子育てによる心身の疲れやストレスが大きいこと 

９．子育てにかかる費用（習い事や進学の費用等）のこと 

10．社会から孤立するように感じること 

11．自分の時間がもてないこと 

12．仕事と子育ての両立が難しいこと 

13．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと 

14．保護者会などの活動に関すること 

15．子育てに関しての話し相手や相談相手がいないこと 

16．その他（自由記述                            ） 

17．特に悩みや気になることはない 
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保護者の就労状況についてお伺いします 

 

◆次の問９は、（１）母親と（２）父親に関する設問です。（１）（２）それぞれにお答えください。 

ひとり親家庭の方は（１）（２）のどちらかにお答えください。 

保護者の方がお子さんの祖父母や親戚の方である場合は問 11 にお進みください。 
 
問９ あて名のお子さんの保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。 

また、パート・アルバイト等で働いている方は、今後の就労希望についてもお答えください。 
 

※フルタイムとは、週５日程度で１日８時間程度の就労。パート・アルバイト等とは、フルタイム以外の就労です。 
※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください。 
※就労日数が一定でない場合は、最も多いパターンをご記入ください。 
 

（１）母親の現状 

（１～５のいずれか１つに○） 
 

 就労状況や希望 

時間は２４時間制で記入（例１７時台） 

１．フルタイムで働いている 

 

就
労
状
況 

①就労日数： 日／週 

②平均就労時間（残業含む）： 時間／日 

２．フルタイムだが、 
現在産休・育休等の休業中 

③平均的な家を出る時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

④平均的な帰宅時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

３．パート・アルバイト等で 
働いている 

   

 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
希
望 

⑤フルタイムへの転換希望：（ｱ～ｴのいずれか１つに○） 

 

４．パート・アルバイト等だが、 

現在産休・育休等の休業中 

 

    

５．現在は仕事をしていない  

今
後
の
就
労
意
向 

①今後の就労意向：（ｱ～ｳのいずれか１つに○。選択肢のイ
を選んだ場合は、□に年齢をご記入ください。） 

 ｱ 子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない） 

 ｲ １年より先、一番下の子が    歳になったころに就労したい 

 ｳ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

②希望する就労形態：（ｱ～ｲのいずれか１つに○。選択肢の

イを選んだ場合は、□に日数と時間をご記入ください。） 

 ｱ フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 
ｲ パート・アルバイト等 

→     日／週・     時間／日 
 

ｱ フルタイム希望で実現できる見込みがある 

ｲ フルタイム希望だが実現見込みはない 

ｳ パート・アルバイト等を継続希望 

ｴ やめて子育てや家事に専念したい 

左の選択肢で「３．」「４．」を選択された方は⑤をお答えください 
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（２）父親の現状 

（１～５のいずれか１つに○） 
 

 就労状況や希望 

時間は２４時間制で記入（例１７時台） 

１．フルタイムで働いている 

 

就
労
状
況 

①就労日数： 日／週 

②平均就労時間（残業含む）： 時間／日 

２．フルタイムだが、 
現在産休・育休等の休業中 

③平均的な家を出る時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

④平均的な帰宅時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

３．パート・アルバイト等で 
働いている 

   

 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
希
望 

⑤フルタイムへの転換希望：（ｱ～ｴのいずれか１つに○） 

 

４．パート・アルバイト等だが、 

現在産休・育休等の休業中 

 

    

５．現在は仕事をしていない  

今
後
の
就
労
意
向 

①今後の就労意向：（ｱ～ｳのいずれか１つに○。選択肢のイ
を選んだ場合は、□に年齢をご記入ください。） 

 ｱ 子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない） 

 ｲ １年より先、一番下の子が    歳になったころに就労したい 

 ｳ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

②希望する就労形態：（ｱ～ｲのいずれか１つに○。選択肢の

イを選んだ場合は、□に日数と時間をご記入ください。） 

 ｱ フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 
ｲ パート・アルバイト等 

→     日／週・     時間／日 

 

問１０ あて名のお子さんが生まれたときの産休・育休等の休業の取得期間について、母親・父

親それぞれお答えください。 

期間については、実際の取得期間と希望の取得期間をご記入ください。 
 

 取得の有無 実際の取得期間 希望の取得期間 

（１）母親 
１．取得した 
２．取得していない 

（   ）歳  
（   ）月まで 

（   ）歳 
（   ）月まで 

（２）父親 
１．取得した 
２．取得していない 

（   ）歳 

（   ）月まで 

（   ）歳 

（   ）月まで 

ｱ フルタイム希望で実現できる見込みがある 

ｲ フルタイム希望だが実現見込みはない 

ｳ パート・アルバイト等を継続希望 

ｴ やめて子育てや家事に専念したい 

左の選択肢で「３．」「４．」を選択された方は⑤をお答えください 
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定期的な幼児教育・保育事業の利用状況についてお伺いします 

※ここでいう「定期的な幼児教育・保育事業」とは、月単位で定期的に利用している以下のような事業を指

します。 

・幼稚園または認定こども園幼稚園コース（通常の就園時間の利用）   

・幼稚園または認定こども園幼稚園コースの預かり保育（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、定

期的な利用のみ） 

・保育園（認可保育所）または認定こども園保育園コース 

・認可外保育施設 

・ファミリー・サポート・センター（子育てを手助けしてほしい人（依頼会員）」と「子育ての協力をしていただけ

る人（提供会員）」が会員となって、お互いに助け合う会員組織） 

・児童発達支援事業所（障害のある子どもに対して、個別や集団での療育を行う施設） 

 

問１１ あて名のお子さんは現在、「定期的な幼児教育・保育事業」を利用していますか。（○は

１つ） 
 

１．利用している   ⇒（Ｐ８）問１１-２～問１１-５、問１２へ 

２．利用していない 

 

問１１で「２．利用していない」と答えた方のみ 
 
問１１-１ 利用していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

選択肢の８を選んだ場合は、（  ）に年齢をご記入ください。 
 

１．利用する必要がない 

２．あて名のお子さんの祖父母や親戚の人がみている 

３．近所の人や父母の友人・知人がみている 

４．利用したいが、幼児教育・保育事業に空きがない 

５．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

６．利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない 

７．利用したいが、事業の質や場所等、納得できる事業がない 

８．子どもがまだ小さいため（   ）歳くらいになったら利用しようと考えている 

９．その他（自由記述                           ） 

⇒（Ｐ１１）問１３へ 
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問１１で「１．利用している」と答えた方のみ 
 
問１１-２ どのような幼児教育・保育事業を利用していますか。 

年間を通じて「定期的に」利用している事業について、お答えください。 

（あてはまるものすべてに○） 

また、選択した事業で一番多く利用している事業の番号を記入し、現在の利用状況

と希望する日数、時間をご記入ください。 
 
 

１．幼稚園または認定こども園幼稚園コース（通常の就園時間の利用）   
２．幼稚園または認定こども園幼稚園コースの預かり保育（通常の就園時間を延長して

預かる事業のうち、定期的な利用のみ） 
３．保育園（認可保育所）または認定こども園保育園コース 

４．認可外保育施設 
５．ファミリー・サポート・センター（子育てを手助けしてほしい人（依頼会員）」

と「子育ての協力をしていただける人（提供会員）」が会員となって、お互いに

助け合う会員組織） 
６．児童発達支援事業所（障害のある子どもに対して、個別や集団での療育を行う施設） 
７．その他（自由記述                           ） 

    

一番多く利用している事業 
 

      
（１）現在の利用状況 （２）希 望 

週   日・１日     時間 週   日・１日     時間 

開始と終了を 24 時間制で記入 

（    時 ～      時） 

開始と終了を 24 時間制で記入 

（    時 ～      時） 

 
 

問１１で「１．利用している」と答えた方のみ 
 
問１１-３ 問１１-２で一番多く利用している事業の実施場所はどこにありますか。（○は１つ） 

 

１．住んでいる中学校区内  
２．「１．」以外の安城市内  
３．他の市町村（市町村名             ） 
４．中学校区はわからない（町名：                  ） 
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問１１で「１．利用している」と答えた方のみ 
 
問１１-４ 定期的に利用している理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 
１．子どもの教育や発達のため 

２．子育てをしている方が現在就労している 

３．子育てをしている方が就労予定である／求職中である 

４．子育てをしている方が家族・親族等を介護している 

５．子育てをしている方が病気や障がいがある 

６．子育てをしている方が学生である 

７．その他（自由記述                           ） 

 

問１１で「１．利用している」と答えた方のみ 
 
問１１-５ 利用している施設についての満足度・重要度はいかがですか。（満足度・重要度ご

とにそれぞれ○は１つずつ） 

 
 ＜満足度＞ ＜重要度＞ 

 
満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

１．施設環境（園舎、園庭） １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２．保育士、教諭等の適正配置 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３．実施行事（運動会、発表会等） １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４．給食 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５．利用料金 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

６．駐車場 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

７．預かり時間 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

８．保護者への対応・情報提供 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

９．安全面・健康面への配慮 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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問１１で「１．利用している」と答えた方のみ 

問１２ この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで幼稚園や保育園等を休んだことがあり

ましたか。そのときの対処法等をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 
 
１．両親のどちらかが仕事を休んだ 

２．親戚・知人（同居者を含む）に預けた 

３．働いていない保護者がみた 

４．ベビーシッターを利用した 

５．ファミリー・サポート・センターを利用した 

６．子どもだけで過ごさせた 

７．病児・病後児保育を利用した 

８．その他（自由記述                      ） 

９．病気やけがで幼稚園や保育園等を休んだことはなかった          

 

問１２で「１．」～「６．」と答えた方のみ 
 
問１２-１ この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで、幼稚園や保育園等を休んだ際、

「病児・病後児保育を利用したい」と思いましたか。また、それは何日くらいですか。

（○は１つ） 

（参考） 

病児・病後児保育 

生後６ヶ月から小学校３年生までの児童で、病気または病気の回復期にあって集団保

育が困難であり、保護者等が就労等の理由で家庭での保育が困難な場合に、連続７

日間を限度に預かる事業です。利用には一定の利用料がかかります。 
 

１．できれば利用したかった ⇒年間（      ）日 
２．利用したいと思わなかった  
３．病児・病後児保育を知らなかった  

 

問１２-１で「２．利用したいと思わなかった」と答えた方のみ 
 
問１２-２ 安城市の病児・病後児保育を利用したいと思わなかった理由は何ですか。（あては

まるものすべてに○） 
 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 
２．事業の質に不安がある 
３．事業の利便性（立地や利用可能時間日数等）がよくない 
４．利用料がかかる・高い 
５．利用の仕方がわからない 
６．親が仕事を休んで対応する 
７．利用できる年齢ではなかった（生後６か月から） 
８．その他（自由記述                           ） 
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定期的に利用したい幼児教育・保育事業についてお伺いします  

 

問１３ 現在利用している、利用していないにかかわらず、あて名のお子さんの幼児教育・保育

の事業として、「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。（あてはまるもの

すべてに○） 

 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

１．幼稚園または認定こども園幼稚園コース（通常の就園時間の利用）   

２．幼稚園または認定こども園幼稚園コースの預かり保育（通常の就園時間を延長して預

かる事業のうち、定期的な利用のみ） 
３．保育園（認可保育所）または認定こども園保育園コース 
４．認可外保育施設 

５．ファミリー・サポート・センター（子育てを手助けしてほしい人（依頼会員）」と「子

育ての協力をしていただける人（提供会員）」が会員となって、お互いに助け合う会

員組織） 

６．児童発達支援事業所（障害のある子どもに対して、個別や集団での療育を行う施設） 

７．その他（自由記述                           ） 

８．利用希望なし 

 

問１３で「１．」または「２．」と答え、かつ「３．」～「７．」にも〇をつけた方のみ 
 
問１３-１ 特に幼稚園または認定こども園幼稚園コース（預かり保育をあわせて利用する場

合を含む）の利用を強く希望しますか。（○は１つ） 
 

１．はい  
２．いいえ  

 

問１４ あて名のお子さんの入園にあたって、どのような視点で幼稚園や保育園等を選びます

か。（あてはまるものすべてに○） 
 
１．自宅に近いこと 

２．職場に近いこと 

３．送迎バス等、登降園の利便性が良いこと 

４．公立であること 

５．私立であること 

６．幼児教育・保育の方針や理念が良いこと 

７．施設等、幼児教育・保育環境が整っていること 

８．園開放等に参加した結果が好印象であること 

９．延長保育、休日保育があること 

10. その他（自由記述                           ） 
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「幼稚園」または認定こども園幼稚園コースに通園している方にお伺いします 

問１５ あて名のお子さんの夏休み・冬休み等、長期休暇期間中の幼稚園または認定こども園

幼稚園コースの利用を希望しますか。希望がある場合は、利用したい理由と時間帯をお

答えください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 

（１）利用希望 
（○は１つ） 

（２）利用したい理由 
（あてはまるものすべてに○） 

（３）利用したい時間帯 
（開始と終了の時間を 
２４時間制で記入） 

１．利用する必要はない 
 

２．休みの期間中、ほぼ毎日

利用したい 

１．保護者の仕事のため 

２．買い物等の用事をまとめて済ませるため 

３．親族の介護や手伝いをするため 

４．息抜きのため 

５．その他（                  ） 

（例：９時～１７時） 

 

 

時～   時 

 

３．休みの期間中、週に数日

利用したい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

アンケート調査は、もう少し続きます。 

ご協力をお願いします。 
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子 育 て支 援 事 業 の利 用 についてお伺 いします 

 
 
 
 

（参考） 

安城市子育て支援総合

拠点施設「あんぱ～く」 

子育て支援の充実を図るために、子育て支援センター、つどいの広場（あんぱ～

くほっとスペース）、ファミリー・サポート・センターを１か所に集約し、図書館機能

も持たせ、平成 23 年１月に安城市大東町に開設した施設です。 

つどいの広場 

あんぱ～くほっとスペース、北部ほっとスペース（北部福祉センター内）、ほのぼ

のひろば（昭林公民館内）、アンフォーレほっとスペースとして、乳幼児を持つ子

育て中の親子が気軽に集い、交流できる場所を提供しています。 

子育て支援センター 
あんぱ～く・二本木保育園・あけぼの保育園・さくら保育園・和泉保育園の中に

あり、子育て相談や乳幼児の親子が遊ぶことができます。 

児童センター 

北部公民館・作野公民館・桜井公民館・二本木公民館・中部公民館、総合福

祉センター、西部福祉センター、安祥福祉センター、明祥プラザ内にあり、18 歳

未満の子どもが自由に遊ぶことができます。 

ファミリー・サポート・ 

センター 

あんじょうファミリー・サポート・センターに登録している「子育てを手助けしてほし

い人（依頼会員）」と「子育ての協力をしていただける人（提供会員）」が会員とな

って、お互いに助け合う会員組織です。 
 
 

すべての方にお伺いします 

問１６ あて名のお子さんは、現在、子育て支援事業（親子が集まって過ごしたり、相談する場）

を利用していますか。 （あてはまるものすべてに○） 

また、利用している場合は、おおよその利用回数（頻度）を（  ）内にご記入ください。 
 
１．安城市における子育て支援事業（あんぱ～く、つどいの広場、子育て支援センター、児童セン

ター、ファミリー・サポート・センター） 
⇒１週あたり（   ）回 または １か月あたり（   ）回程度 

２．その他安城市で実施している類似事業（赤ちゃんサロン、乳幼児学級、幼稚園や保育園等の園開放） 

⇒１週あたり（   ）回 または １か月あたり（   ）回程度 

３．利用していない 

 

問１７ 上記のような安城市における子育て支援事業（あんぱ～く、つどいの広場、子育て支援

センター、児童センター、ファミリー・サポート・センター）について、今は利用していないが、

できれば今後利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。（○は１つ） 

また、新たに利用したり利用日数を増やしたい場合は、おおよその利用回数（頻度）を

（  ）内にご記入ください。 
 
１．利用していないが、今後利用したい 

⇒１週あたり（   ）回 または １か月あたり（   ）回程度 

２．すでに利用しているが、今後利用日数を増やしたい 

⇒１週あたり（   ）回 または １か月あたり（   ）回程度 

３．新たに利用したり、利用日数を増やしたりしたいとは思わない 

◆安城市における子育て支援事業（親子が集まって過ごしたり、相談する場） 
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問１８ 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと

思うものをお答えください。（Ａ～Ｃのそれぞれ○は１つ） 

 

 Ａ Ｂ Ｃ 

知っている これまでに利用
したことがある 今後利用したい 

①保健センター（妊娠中から乳幼児期の相談・教室） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②あんステップ♬（発達相談、療育） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③公民館講座（家庭教育、乳幼児学級） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④教育センター（教育相談） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤幼稚園や保育園等の園庭等の開放 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥あんぱ～く（子育てに関する相談） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦つどいの広場 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧子育て支援センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑨児童センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑩ファミリー・サポート・センター はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑪児童遊園・ちびっこ広場 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑫産前・産後の家事・育児支援 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 
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不定期の幼稚園・保育園等の利用や一時預かり等の 
利用についてお伺いします 

 

問１９ あて名のお子さんについて、保護者の私用、通院、不定期の仕事等の目的で、たまに利

用している子育て支援事業はありますか。（あてはまるものすべてに○） 

 また、１年間の利用している日数も（  ）内にご記入ください。 
 

利用している事業（○はいくつでも） 利用日数（年間） 

１．一時保育 
（私用等、理由を問わずに保育園等で一時的に子どもを保育する事業） 

（    ）日   

２．幼稚園または認定こども園幼稚園コースの預かり保育 
（通常の就園時間を延長して預かる事業のうち、不定期に利用する場合のみ） 

（    ）日   

３．ファミリー・サポート・センター （    ）日   

４．ベビーシッター （    ）日   

５．その他（自由記述                  ） （    ）日   

６．利用していない  

 

問２０ あて名のお子さんについて、保護者の私用、通院、不定期の仕事等の目的で、子育て

支援事業を利用したいですか。 

また、１年間の希望日数も（  ）内にご記入ください。 

※これらの事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 
１．利用したい（ア～エに○） ２．利用する必要はない 

 
 

利用したい目的（あてはまるものすべてに○） 希望日数（年間） 

ア．私用（買い物、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の習い事等）、

リフレッシュ目的 
（    ）日   

イ．冠婚葬祭、学校行事、子ども（兄弟姉妹を含む）や親の通

院等 
（    ）日   

ウ．不定期な仕事 （    ）日   

エ．その他（自由記述                ） （    ）日   
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問２１ あて名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の

育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必

要があると思いますか。 

     短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設で一定期間、子どもを保護する

事業）の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに〇をつけ、必要な泊数

をご記入ください。 

※事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

利用希望（あてはまるものすべてに○） 日数（年間） 

１．利用したい 計（    ）泊 

 ア．冠婚葬祭 （    ）泊 

 イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 （    ）泊 

 ウ．保護者や家族の病気 （    ）泊 

 エ．その他（                          ） （    ）泊 

２．利用する必要はない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



17 
 

 

あて名のお子さんが５歳以上である方 
小学校就学後の放課後の過ごし方についてお伺いします  

 

問２２ あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で

過ごさせたいと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

○をつけた項目の週あたりの日数も（  ）内にご記入ください。 
 
 
 
 

放課後児童クラブ 

地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により、昼間

家庭にいない場合等に、支援員の下、子どもの生活の場を提供するもので

す。事業の利用にあたっては、下記の利用料等がかかります。 
 
◆令和５年度 

 公立児童クラブ 民間児童クラブ 

利用料 
５，２００円 

（８月のみ８，６００円） 

６，０００円～１２，４５０円 

（夏休み６，０００円～２７，３００円） 

おやつ代等 徴収なし（各自持参） １，０００円～３，５００円 

 
（参考） 

放課後等デイサービス 

就学している障害のある子どもに対し、放課後や学校の休校日に、生活能力

向上のために必要な訓練や社会との交流の促進などの支援を行うサービスの

こと。 

 

【小学校１年生から小学校３年生までの過ごし方】 

（１）過ごさせたい場所 
（あてはまるものすべてに○） 

（２）利用希望日数 
（数字を記入） 

１．自宅 週（    ）日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週（    ）日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、水泳、空手、学習塾等） 週（    ）日くらい 

４．児童センター 週（    ）日くらい 

５．放課後児童クラブ 週（    ）日くらい 

⇒小学校（    ）年生まで利用したい  

６．放課後等デイサービス 週（    ）日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター 週（    ）日くらい 

８．その他（公園、外遊び等） 週（    ）日くらい 

 

◆安城市における放課後児童クラブ（参考） 
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【小学校４年生から小学校６年生までの過ごし方】 

（１）過ごさせたい場所 
（あてはまるものすべてに○） 

（２）利用希望日数 
（数字を記入） 

１．自宅 週（    ）日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週（    ）日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、水泳、空手、学習塾等） 週（    ）日くらい 

４．児童センター 週（    ）日くらい 

５．放課後児童クラブ 週（    ）日くらい 

⇒小学校（    ）年生まで利用したい  

６．放課後等デイサービス 週（    ）日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター 週（    ）日くらい 

８．その他（公園、外遊び等） 週（    ）日くらい 
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子育て全般についてお伺いします 

 
 
問２３ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に関する情報をどのように入手していますか。

（あてはまるものすべてに○） 
 
１．親族（親・兄弟・姉妹等） ２．隣近所の人・友人・知人 

３．子育てサークルの仲間 ４．保育園・幼稚園・認定こども園・学校 

５．市役所や市の機関 ６．市の広報やパンフレット 

７．テレビ・ラジオ・新聞 ８．子育て雑誌・育児書 

９．インターネット・ＳＮＳ・アプリ（「あんぴよ」等） 

10．コミュニティー誌 11．情報の入手先がない 

12．情報の入手手段がわからない  

13．その他（自由記述                           ） 

 

 

問２４ あなたは子育てに関して、地域の人にどのようなことを望みますか。（あてはまるものす

べてに○） 
 
１．子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつをしたり、声をかけたりしてほしい 

２．親子が参加するイベントなど多世代の交流に参加してほしい 

３．話し相手や相談相手になってほしい 

４．子どもが危険なことや、悪いことをしたときには注意をしてほしい 

５．用事があるときなどに、子どもを預かってほしい 

６．子育てに関してあまり干渉しないでほしい 

７．その他（⾃由記述︓                            ） 

８．わからない 

 

 

問２５  あなたは、安城市の子育て環境にどの程度満足していますか。（○は１つ） 
 
１．非常に満足  ２．満足 

３．やや満足 ４．やや不満 

５．不満 ６．非常に不満 

７．わからない 

 

 

 

 



20 
 

 

「こどもの権利」についてお伺いします 

 

問２６ 令和５年４月に、「こども基本法」が施行されました。あなたはこのことを知っていますか。

（○は１つ） 
 
１．内容まで詳しく知っている 

２．内容について少し知っている 

３．内容はわからないが聞いたことがある 

４．聞いたことがない 

 

 

問２７ あなたは、安城市において、こどもの権利が十分に尊重されていると思いますか。（○は

１つ） 
 

（参考） 

こどもの権利 

「こどもの権利」とは、こどもが大人と同じく一人の人間として持つ権利であり、

安心して生活できること、自由に意見を言ったり活動したりできることなどが含

まれます。 
 
１．とても尊重されていると思う 

２．どちらかといえば尊重されていると思う 

３．どちらかといえば尊重されていると思わない 

４．まったく尊重されていると思わない 

５．わからない 

 

 

問２８ あなたは、「こどもの権利」を守るために、どのような仕組みがあると良いと思いますか。

（〇は３つまで） 
 
１．子どもに「こどもの権利」について学校等で教える 

２．市民に広く「こどもの権利」について周知する 

３．子どもが困ったことや大人に伝えたいことを、伝えるサポートをしてくれる人材を育成する 

４．子どもが困ったときに電話、ＳＮＳ、メールなどで相談できる場をつくる 

５．子どもが困ったときに誰にも知られず相談できる場所を地域につくる 

６．子どもが国や社会に意見を伝える方法を学ぶ機会をつくる 

７．子ども議会など、行政に対して子どもが意見を言えるしくみをつくる 

８．その他（                                    ） 

９．わからない 
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「子どもの貧困」についてお伺いします 

 

問２９ あなたは「子どもの貧困」が社会的な問題となっていることを知っていますか。（○は１つ） 

（参考） 

子どもの貧困 
生まれ育った環境によって、教育の機会が得られない子どもたちや健やかな

成長に必要な衣食住が確保されていない子どもがいる問題のこと。 
 
１．内容まで詳しく知っている 

２．内容について少し知っている 

３．内容はわからないが聞いたことがある 

４．聞いたことがない 

 

問３０ 「子どもの貧困」に対して、どのような支援が必要だと思いますか。（〇は３つまで） 
 
１．衣食住などの生活・福祉の支援 

２．学校や学習習慣など教育の支援 

３．家庭での過ごし方や親子関係などの子育ての支援 

４．友人関係の構築やコミュニケーションへの支援 

５．家計や所得などに関する経済の支援 

６．居場所や見守りなどの地域の支援 

７．相談機関の周知 

８．その他（                               ） 

９．わからない 
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最後に、幼児教育・保育環境の充実等、子育ての環境や支援に関してご意見がございました

ら、ご自由にご記入ください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

長時間、調査にご協力いただきまして大変ありがとうございました。この調査結果は、安

城市こども計画策定のためのデータとして、有効に活用させていただきます。 

切手は貼らずに同封の返信用封筒に入れ、２月１６日（金）までに郵便ポストにご投函くだ

さい。 

なお、調査票や封筒にお名前を書く必要はありません。  



1 
 

小学生児童保護者調査 

安城市の子ども・子育てに関する 

アンケート調査 
 

日頃から安城市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

さて、本市では令和２年３月に「第２期安城市子ども・子育て支援事業計画」を策定し、子育て

家庭への支援に取り組んできました。このたび、少子化社会対策、子ども・若者育成支援、子ども

の貧困対策を含む「安城市こども計画」の策定に向け、総合的な見直しを進めております。 

この調査は、無作為に選んだ【小学生児童保護者の方】に対し、子育て支援サービスに関する利

用状況や今後の利用希望をはじめとした、ご要望・ご意見などをお伺いし、計画に反映することを

目的に実施します。 

つきましては、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力いただきますようお願い申し上げます。 

令和６年１月 

 安城市長 三星 元人 
 

１．このアンケートは、封筒のあて名のお子さんの保護者の方がご記入ください。 

２．特にことわり書きのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 

３．設問によってご回答いただく方が限られる場合がございますので、ことわり書きに従ってご回答くださ

い。特にことわり書きのない場合は、次の設問にお進みください。 

４．ご記入が済みましたら，同封の返信用封筒に入れ，切手を貼らずに２月１６日（金）までにポストに

ご投函ください。なお、調査票や封筒にお名前を書く必要はありません。 

５．ご回答いただいた調査内容は、子育て支援施策の検討のみに利用させていただくものであり、回答者

個人が特定されたり、他の目的に利用したりすることは一切ございません。統計的に処理し、その結

果を市のホームページで公表いたします。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ご回答の前にお読みください。 

アンケート調査等により、子
育て家庭の子育て支援の利用
状況や利用希望等を把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

・幼稚園、保育園、認定こども園の整備 

 
・放課後児童クラブ、一時保育、 

病児・病後児保育 等の充実 
 
・子ども・若者支援関連事業の実施 

安城市こども計画 

幼児期の学校教育・保育や地域の子育て支援について、 

利用人数の見込みを算出し、見込みに基づいた供給体制

の確保策を記載 
 
・少子化社会対策 

・子ども・若者育成支援 

・子どもの貧困対策  を含む関連事業を記載  

調査票を送付 

回答 

 

調査回答から把握さ
れた利用希望等を考
慮して、今後の計画
を策定 

安城市子ども・子育て会議 安城市 

この調査の結果は、地域の⼦育て⽀援の充実に⽣かされます 

子育て家庭 

このアンケート調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 

安城市 子育て健康部 子育て支援課 
◆電 話：０５６６－７１－２２２７  ◆電子メール：shien@city.anjo.lg.jp 

資料３ 
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あて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします 

 
問１ あて名のお子さんの①生年月、②兄弟姉妹の数についてご記入ください。 

 

①生年月 

（数字を記入） 
平成       年      月生まれ 

②兄弟姉妹の数 

（あて名のお子さんを含む） 

   人 

 
 
問２ お住まいの地区をお答えください。（○は１つ） 

 

１．安城南中学校区 ２．安城北中学校区 ３．明祥中学校区 

４．安城西中学校区 ５．桜井中学校区 ６．東山中学校区 

７．安祥中学校区 ８．篠目中学校区  

９．わからない⇒ 町名：（           ） 【例】安城町赤塚 

 

問３ この調査票を回答する方は、あて名のお子さんからみてどなたですか。（○は１つ） 
 
１．父親 ２．母親 ３．その他（      ） 

 

問４ あて名のお子さんの子育てを主にしているのは、お子さんからみてどなたですか。 

（○は１つ） 
 

１．父母ともに ２．主に父親 ３．主に母親 

４．主に祖父母 ５．その他（      ）  

 

問５ この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。（○は１つ） 
 
１．配偶者がいる            ２．配偶者はいない 

 

問６ あて名のお子さんは祖父母と一緒に住んでいますか。 

また、近所（様々な移動手段を使い１５分以内程度に行き来できる範囲）に祖父母が住ん

でいますか。（あてはまるものすべてに○） 

選択肢はあて名のお子さんからみた関係です。 
 
１．一緒に住んでいる祖父又は祖母がいる（同居） 

２．近所に住んでいる祖父又は祖母がいる（近居） 

３．祖父母と同居・近居をしていない 

４．その他（自由記述                            ） 
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問７ あて名のお子さんの子育てをする上で、気軽に相談できる方はいますか。（あてはまるも

のすべてに○） 
 
１．配偶者又はパートナー 

２．あて名のお子さんの祖父母 

３．ご自身の兄弟姉妹や親戚 

４．ご自身の友人や知人 

５．近所の人 

６．学校の先生 

７．行政機関の職員（教育センター、子育て支援センター、あんぱ～く等） 

８．民生委員・児童委員 

９．かかりつけの医師 

10．ＳＮＳ（Ｘ（旧 Twitter）、LINE、Instagram 等） 

11．気軽に相談できる人はいない 

12．その他（自由記述                           ） 

 

 

問８ あて名のお子さんの子育てをする上で、特に悩んでいることはありますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
 
１．子どもの健康や発育・発達に関すること  

２．子どもの食事や栄養に関すること 

３．子どものアレルギーのこと 

４．子どもの性格や癖のこと  

５．子どもの友だちづきあい（いじめ等を含む）のこと 

６．学校等の環境や先生に関すること 

７．育児やしつけの方法がわからないこと 

８．子育てによる心身の疲れやストレスが大きいこと 

９．子育てにかかる費用（習い事や進学の費用等）のこと 

10．社会から孤立するように感じること 

11．自分の時間がもてないこと 

12．仕事と子育ての両立が難しいこと 

13．子育てに関して配偶者の協力が少ないこと 

14．子ども会やＰＴＡなどの地域活動に関すること 

15．子育てに関しての話し相手や相談相手がいないこと 

16．その他（自由記述                            ） 

17．特に悩みや気になることはない 
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保護者の就労状況についてお伺いします 

 

◆次の問９は、（１）母親と（２）父親に関する設問です。（１）（２）それぞれにお答えください。 

ひとり親家庭の方は（１）（２）のどちらかにお答えください。 

保護者の方がお子さんの祖父母や親せきの方である場合は問 12 にお進みください。 
 
問９ あて名のお子さんの保護者の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。 

また、パート・アルバイト等で働いている方は、今後の就労希望についてもお答えください。 
 

※フルタイムとは、週５日程度で１日８時間程度の就労。パート・アルバイト等とは、フルタイム以外の就労です。 
※産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況をご記入ください。 
※就労日数が一定でない場合は、最も多いパターンをご記入ください。 
 

（１）母親の現状 

（１～５のいずれか１つに○） 
 

 就労状況や希望 

時間は２４時間制で記入（例１７時台） 

１．フルタイムで働いている 

 

就
労
状
況 

①就労日数： 日／週 

②平均就労時間（残業含む）： 時間／日 

２．フルタイムだが、 
現在産休・育休等の休業中 

③平均的な家を出る時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

④平均的な帰宅時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

３．パート・アルバイト等で 
働いている 

   

 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
希
望 

⑤フルタイムへの転換希望：（ｱ～ｴのいずれか１つに○） 

 

４．パート・アルバイト等だが、 

現在産休・育休等の休業中 

 

    

５．現在は仕事をしていない  

今
後
の
就
労
意
向 

①今後の就労意向：（ｱ～ｳのいずれか１つに○。選択肢のイ
を選んだ場合は、□に年齢をご記入ください。） 

 ｱ 子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない） 

 ｲ １年より先、一番下の子が    歳になったころに就労したい 

 ｳ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

②希望する就労形態：（ｱ～ｲのいずれか１つに○。選択肢の

イを選んだ場合は、□に日数と時間をご記入ください。） 

 ｱ フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 
ｲ パート・アルバイト等 

→     日／週・     時間／日 
 

ｱ フルタイム希望で実現できる見込みがある 

ｲ フルタイム希望だが実現見込みはない 

ｳ パート・アルバイト等を継続希望 

ｴ やめて子育てや家事に専念したい 

左の選択肢で「３．」「４．」を選択された方は⑤をお答えください 
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（２）父親の現状 

（１～５のいずれか１つに○） 
 

 就労状況や希望 

時間は２４時間制で記入（例１７時台） 

１．フルタイムで働いている 

 

就
労
状
況 

①就労日数： 日／週 

②平均就労時間（残業含む）： 時間／日 

２．フルタイムだが、 
現在産休・育休等の休業中 

③平均的な家を出る時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

④平均的な帰宅時刻： 
(土日祝の出勤がない場合は欄に
斜線    をお願いします) 

平日：     時台 

土日祝：     時台 

３．パート・アルバイト等で 
働いている 

   

 

フ
ル
タ
イ
ム
へ
の
希
望 

⑤フルタイムへの転換希望：（ｱ～ｴのいずれか１つに○） 

 

４．パート・アルバイト等だが、 

現在産休・育休等の休業中 

 

    

５．現在は仕事をしていない  

今
後
の
就
労
意
向 

①今後の就労意向：（ｱ～ｳのいずれか１つに○。選択肢のイ
を選んだ場合は、□に年齢をご記入ください。） 

 ｱ 子育てや家事等に専念したい（就労の予定はない） 

 ｲ １年より先、一番下の子が    歳になったころに就労したい 

 
ｳ すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

②希望する就労形態：（ｱ～ｲのいずれか１つに○。選択肢の

イを選んだ場合は、□に日数と時間をご記入ください。） 

 ｱ フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労） 

 
ｲ パート・アルバイト等 

→     日／週・     時間／日 

 
問１０ あて名のお子さんが生まれたときの産休・育休等の休業の取得期間について、母親・

父親それぞれお答えください。 

期間については、実際の取得期間と希望の取得期間をご記入ください。 
 

 取得の有無 実際の取得期間 希望の取得期間 

（１）母親 
１．取得した 
２．取得していない 

（   ）歳  

（   ）月まで 

（   ）歳 

（   ）月まで 

（２）父親 
１．取得した 
２．取得していない 

（   ）歳 

（   ）月まで 

（   ）歳 

（   ）月まで 

ｱ フルタイム希望で実現できる見込みがある 

ｲ フルタイム希望だが実現見込みはない 

ｳ パート・アルバイト等を継続希望 

ｴ やめて子育てや家事に専念したい 

左の選択肢で「３．」「４．」を選択された方は⑤をお答えください 
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全ての方に伺います 

問１１ お子さんの小学校入学前後に、働き方の変更などがありましたか。（母親、父親それ

ぞれあてはまるものに○） 
 

 母親 父親 

１．変わらない（同じ働き方をしている、または、もともと働い
ていない） １ １ 

２．正社員から別の就労形態に変更した ２ ２ 

３．時短勤務に変更した ３ ３ 

４．リモート勤務に変更した ４ ４ 

５．時短勤務からフルタイムに変更した ５ ５ 

６．正社員以外の就労形態から、正社員に変更した ６ ６ 

７．起業した ７ ７ 

８．就労していない状態から、働き始めた ８ ８ 

９．その他（                    ） ９ ９ 
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あて名のお子さんの放課後の過ごし方についてお伺いします 

 
 
 
 

放課後児童クラブ 

地域によって学童保育等と呼ばれています。保護者が就労等により、昼間家

庭にいない場合等に、支援員の下、子どもの生活の場を提供するものです。

事業の利用にあたっては、下記の利用料等がかかります。 

◆令和５年度 

 公立児童クラブ 民間児童クラブ 

利用料 
５，２００円 

（８月のみ８，６００円） 

６，０００円～１２，４５０円 

（夏休み６，０００円～２７，３００円） 

おやつ代等 徴収なし（各自持参） １，０００円～３，５００円 

 
（参考） 

児童センター 
０歳～１８歳未満の子どもたちが健全な遊び場を与えて体力を増進し、情操を

豊かにすることを目的とする「児童厚生施設」（無料） 

ファミリー・サポート・セン

ター 

「子育てを手助けしてほしい人（依頼会員）」と「子育ての協力をしていただける

人（提供会員）」が会員となって、お互いに助け合う会員組織（有料） 

放課後等デイサービス 

就学している障害のある子どもに対し、放課後や学校の休校日に、生活能力

向上のために必要な訓練や社会との交流の促進などの支援を行うサービスの

こと（有料） 

 

問１２ あて名のお子さんについて、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で

過ごしていますか。（あてはまるものすべてに○） 

○をつけた項目の週あたりの日数も（  ）内にご記入ください。 
 

（１）過ごしている場所 
（あてはまるものすべてに○） 

（２）利用日数 
（数字を記入） 

１．自宅 週（    ）日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週（    ）日くらい 

３．習い事（ピアノ教室、水泳、空手、学習塾等） 週（    ）日くらい 

４．児童センター 週（    ）日くらい 

５．放課後児童クラブ 週（    ）日くらい 

６．放課後等デイサービス 週（    ）日くらい 

７．ファミリー・サポート・センター 週（    ）日くらい 

８．その他（公園、外遊び等） 週（    ）日くらい 
 
  

◆安城市における放課後児童クラブ（参考） 
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問１２で「５．放課後児童クラブ」と答えた方のみ 
 
問１２-１ 現在通っている放課後児童クラブにどのようなことを希望しますか。 

（あてはまるものすべてに○） 
 

１．朝の利用時間を延長する ２．夕方の利用時間を延長する 
３．施設や設備を改善する ４．指導内容を工夫する 
５．入会条件を緩和する ６．特になし 
７．その他（自由記述                           ） 

 

問１２で「５．放課後児童クラブ」と答えた方のみ 
 
問１２-２ 利用している放課後児童クラブについての満足度・重要度はいかがですか。（満足

度・重要度ごとにそれぞれ○は１つずつ） 
 

 ＜満足度＞ ＜重要度＞ 

 
満
足 

や
や
満
足 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

や
や
不
満 

不
満 

重
要 

や
や
重
要 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

重
要
で
は
な
い 

１．施設環境（広さ、設備等） １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

２．支援員の指導や人数 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

３．過ごし方（遊び、自習等）  １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

４．利用料金 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

５．駐車場 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

６．預かり時間 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

７．保護者への対応・情報提供 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 

８．安全面・健康面への配慮 １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
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あて名のお子さんが病気になったときの対応や、 
不定期な一時預かりについてお伺いします 

 

問１３ この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで、小学校を休まなければならなかった

ことはありましたか。そのときの対処法等をお答えください。（あてはまるものすべてに○） 
 
１．両親のどちらかがが仕事を休んだ 

２．親族・知人（同居者を含む）に預けた 

３．働いていない保護者がみた 

４．ベビーシッターを利用した 

５．ファミリー・サポート・センターを利用した 

６．子どもだけで過ごさせた 

７．病児・病後児保育を利用した 

８．その他（自由記述                      ） 

９．病気やけがで小学校を休んだことはなかった          
 

問１３で「１．」～「６．」と答えた方のみ 
 
問１３-１ この１年間に、あて名のお子さんが病気やけがで、小学校を休んだ際、「病児・病後

児保育を利用したい」と思いましたか。また、それは何日くらいですか。（○は１つ） 

（参考） 

病児・病後児保育 

生後６ヶ月から小学校３年生までの児童で、病気または病気の回復期にあって集団保

育が困難であり、保護者等が就労等の理由で家庭での保育が困難な場合に、連続７

日間を限度に預かる事業です。利用には一定の利用料がかかります。 
 

１．できれば利用したかった ⇒年間（      ）日 
２．利用したいと思わなかった  
３．病児・病後児保育を知らなかった  

 
問１３-１で「２．利用したいと思わなかった」と答えた方のみ 
 
問１３-２ 安城市の病児・病後児保育を利用したいと思わなかった理由は何ですか。（あては

まるものすべてに○） 
 

１．病児・病後児を他人に看てもらうのは不安 
２．地域の事業の質に不安がある 
３．地域の事業の利便性（立地や利用可能時間日数等）がよくない 
４．利用料がかかる・高い 
５．利用の仕方がわからない 
６．親が仕事を休んで対応する 
７．利用できる年齢ではなかった（小学校３年生まで） 
８．その他（自由記述                           ） 
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問１４ あて名のお子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の

育児疲れや育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必

要があると思いますか。 

     短期入所生活援助事業（ショートステイ）（児童養護施設で一定期間、子どもを保護する

事業）の利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに〇をつけ、必要な泊数

をご記入ください。 

※事業の利用には、一定の利用者負担が発生します。 
 

利用希望（あてはまるものすべてに○） 日数（年間） 

１．利用したい 計（    ）泊 

 ア．冠婚葬祭 （    ）泊 

 イ．保護者や家族の育児疲れ・不安 （    ）泊 

 ウ．保護者や家族の病気 （    ）泊 

 エ．その他（                          ） （    ）泊 

２．利用する必要はない 
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子育て全般についてお伺いします 

 

問１５ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に関する情報をどのように入手していますか。

（あてはまるものすべてに○） 
 
１．親族（親・兄弟・姉妹等） ２．隣近所の人・友人・知人 

３．子育てサークルの仲間 ４．学校 

５．市役所や市の機関 ６．市の広報やパンフレット 

７．テレビ・ラジオ・新聞 ８．子育て雑誌・育児書 

９．インターネット・ＳＮＳ 10．コミュニティー誌 

11．情報の入手先がない 12．情報の入手手段がわからない 

13．その他（自由記述                           ） 

 

問１６ あなたは子育てに関して、地域の人にどのようなことを望みますか。（あてはまるものす

べてに○） 
 
１．子どもや親子連れに対して、気軽にあいさつをしたり、声をかけたりしてほしい 

２．親子が参加するイベントなど多世代の交流に参加してほしい 

３．話し相手や相談相手になってほしい 

４．子どもが危険なことや、悪いことをしたときには注意をしてほしい 

５．用事があるときなどに、子どもを預かってほしい 

６．子育てに関してあまり干渉しないでほしい 

７．その他（⾃由記述︓                            ） 

８．わからない 

 
問１７ あなたは、安城市の子育て環境にどの程度満足していますか。（○は１つ） 

 
１．非常に満足  ２．満足 

３．やや満足 ４．やや不満 

５．不満 ６．非常に不満 

７．わからない 
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「こどもの権利」についてお伺いします 

 

問１８ 令和５年４月に、「こども基本法」が施行されました。あなたはこのことを知っていますか。

（○は１つ） 
 
１．内容まで詳しく知っている 

２．内容について少し知っている 

３．内容はわからないが聞いたことがある 

４．聞いたことがない 

 

問１９ あなたは、安城市において、こどもの権利が十分に尊重されていると思いますか。（○は

１つ） 

（参考） 

こどもの権利 

「こどもの権利」とは、こどもが大人と同じく一人の人間として持つ権利であり、

安心して生活できること、自由に意見を言ったり活動したりできることなどが含

まれます。 
 
１．とても尊重されていると思う 

２．どちらかといえば尊重されていると思う 

３．どちらかといえば尊重されていると思わない 

４．まったく尊重されていると思わない 

５．わからない 

 

 

問２０ あなたは、「こどもの権利」を守るために、どのような仕組みがあると良いと思いますか。

（〇は３つまで） 
 
１．子どもに「こどもの権利」について学校等で教える 

２．市民に広く「こどもの権利」について周知する 

３．子どもが困ったことや大人に伝えたいことを、伝えるサポートをしてくれる人材を育成する 

４．子どもが困ったときに電話、ＳＮＳ、メールなどで相談できる場をつくる 

５．子どもが困ったときに誰にも知られず相談できる場所を地域につくる 

６．子どもが国や社会に意見を伝える方法を学ぶ機会をつくる 

７．子ども議会など、行政に対して子どもが意見を言えるしくみをつくる 

８．その他（                                    ） 

９．わからない 
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「子どもの貧困」についてお伺いします 

 

問２１ あなたは「子どもの貧困」が社会的な問題となっていることを知っていますか。（○は１つ） 
 

（参考） 

子どもの貧困 
生まれ育った環境によって、教育の機会が得られない子どもたちや健やかな

成長に必要な衣食住が確保されていない子どもがいる問題のこと。 
 
１．内容まで詳しく知っている 

２．内容について少し知っている 

３．内容はわからないが聞いたことがある 

４．聞いたことがない 

 

 

問２２ 「子どもの貧困」に対して、どのような支援が必要だと思いますか。（〇は３つまで） 
 
１．衣食住などの生活・福祉の支援 

２．学校や学習習慣など教育の支援 

３．家庭での過ごし方や親子関係などの子育ての支援 

４．友人関係の構築やコミュニケーションへの支援 

５．家計や所得などに関する経済の支援 

６．居場所や見守りなどの地域の支援 

７．相談機関の周知 

８．その他（                               ） 

９．わからない 
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最後に、教育・保育環境の充実等、子育ての環境や支援に関してご意見がございましたら、

ご自由にご記入ください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

長時間、調査にご協力いただきまして大変ありがとうございました。この調査結果は、安

城市こども計画策定のためのデータとして、有効に活用させていただきます。 

切手は貼らずに同封の返信用封筒に入れ、２月１６日（金）までに郵便ポストにご投函くだ

さい。 

なお、調査票や封筒にお名前を書く必要はありません。 
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子どもの意識や生活に関するアンケート調査 

この調査は、安城市に住む⼩学校５年⽣と中学校２年⽣を対象に、みなさんのふだんの⽣活や考えについて
おたずねするものです。いただいた回答は、これからの安城市の⼦どもたちが健やかに育っていくための取組
に役⽴てます。ご協⼒をよろしくお願いいたします。 

 

１ あなたについて 

問1 あなたの年齢を教えてください。（数字を記⼊） 

（        ）歳 ※令和６年１月１日現在 

問２ あなたの性別を教えてください。（１つに〇） 

１ 男   ２ 女   ３ その他 

問３ お住まいの中学校区を教えてください。（１つに〇） 

１ 安城南中学校区   ２ 安城北中学校区  

３ 明祥中学校区   ４ 安城西中学校区  

５ 桜井中学校区   ６ 東山中学校区 

７ 安祥中学校区   ８ 篠目中学校区  

９ わからない（町名：           ）  

問４  ⼀緒に暮らしているご家族はどなたですか。（あてはまるものすべてに〇） 

１ お父さん    ２ お母さん 

３ おじいちゃん   ４ おばあちゃん 

５ 兄弟姉妹    ６ その他 

問５ 学校への登校状況は次のどれにあてはまりますか。（１つに〇） 

１ ほとんど・毎日行っている  ２ お休みが１年に 30 日未満 

３ お休みが１年に 30 日以上  ４ ほとんど・まったく行っていない 

 

 

２ 放課後や休日の過ごし方について 

問６  あなたは放課後（平⽇の学校が終わったあと）、どこで過ごしていることが多いですか。        
（あてはまるもの３つまで○） 

１ 自分の家    ２ おじいちゃん、おばあちゃんの家 

３ 友だちの家   ４ 近所の公園 

５  学習塾・習い事   ６ 放課後児童クラブ 

７ クラブや部活動   ８ ゲームセンター等の娯楽施設（ごらくしせつ） 

９ 飲食店やショッピングセンターなど 

10 市の施設（児童センター、公民館など） 

11 その他（                   ） 
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問７  あなたは休⽇（学校がない⽇）、どこで過ごしていることが多いですか。 
（あてはまるもの３つまで○） 

１ 自分の家    ２ おじいちゃん、おばあちゃんの家 

３ 友だちの家   ４ 近所の公園 

５  学習塾・習い事   ６ 放課後児童クラブ 

７ クラブや部活動   ８ ゲームセンター等の娯楽施設 

９ 飲食店やショッピングセンターなど 

10 市の施設（児童センター、公民館など） 

11 その他（                   ） 

問８  あなたは、学校でのタブレット使⽤以外で、１⽇にどれくらいパソコン、スマートフォンなどを⾒て
いますか。（１つに〇） 

１ まったく見ない   ２ １時間未満 

３ １時間～２時間未満  ４ ３時間～４時間未満 

５  ４時間～５時間未満  ６ ５時間以上 

問９ あなたは、⼦どもに良くないサイト（出会い系サイトや詐欺（さぎ）など）やネットいじめの問題など
インターネットの危険性について、これまで説明を受けたり学んだりしたことがありますか。（あては
まるものすべてに○） 

１ 学校で教えてもらった  ２ 親から教えてもらった  

３ 兄弟姉妹から教えてもらった ４ 機器を買ったお店の人に説明してもらった  

５ 機器を買った時に資料をもらった ６ 友だちから教えてもらった 

７ テレビや本・パンフレットなどで知った 

８ インターネットで知った 

９ その他（              ） 

10 特に教えてもらったり学んだりしたことはない 

11 わからない 

 

 

３ 自分のことやふだんの生活について 

問10 現在、悩んでいることや不安に感じていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 友だち関係のこと   ２ 家族関係のこと 

３ 勉強や進学のこと   ４ 学校生活のこと 

５ 自分の健康のこと   ６ 自分の性格のこと 

７ 自分の見た目のこと  ８ 恋愛のこと 

９ 性のこと    10 将来のこと 

11 その他（            ） 

12 特に悩みや不安はない 
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問11 悩みや不安を感じたときに、だれ・どこに相談していますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 親     ２ 兄弟姉妹 

３ おじいちゃん・おばあちゃん  ４ 友だち 

５ 学校の先生    ６ 保健室の先生 

７ スクールカウンセラー   ８ 塾や習い事の先生 

９ 病院の先生    10 インターネットのチャット・掲示板 

11 LINE やＸ（旧 Twitter）などのＳＮＳ 12 その他（              ） 

13 だれにも相談したくない 

問12 あなたの思いや気持ちについて、もっとも近いものに○をつけてください。（それぞれ１つに〇） 
 

あてはまる 

どちらかとい

えばあてはま

る 

どちらかとい

えばあてはま

らあない 

あてはまら

ない 

①今の自分が好きだ １ ２ ３ ４ 

②親（保護者）から愛されていると思う １ ２ ３ ４ 

③うまくいくかわからないこともがん

ばって取り組む 
１ ２ ３ ４ 

④自分は役に立たないと強く感じる １ ２ ３ ４ 

 

 

４ 学校生活について 

問13 ふだんの学校での⽣活について、不安や不満に感じていることはありますか。（あてはまるものすべて
に○） 

１ ランドセル・カバンが重い（持っていく荷物が重い・多い） 

２ 宿題が多い                 ３ 勉強へのプレッシャーが大きい 

４ 先生を尊敬できない             ５ 給食を食べる時間が短い 

６ アレルギーにより給食で食べられない物がある ７ 校則が厳しい、納得できない校則がある 

８ 授業が将来の役に立つと思えない      ９ 友だちが少ない、仲良くできない 

10 先生が生徒の意見を聞いてくれない 

11 授業が自分の能力にあっていない（難しすぎる・簡単すぎる） 

12 クラブ・部活が忙しすぎる、楽しくない    13 学校でいじめが起きている 

14 クラスが荒れている       15 授業や部活で先生の厳しすぎる指導がある 

16 先生がいじめ問題にきちんと対応してくれない 

17 いじめられている（クラスの人や同学年だけでなく、ちがう学年の人もふくみます） 

18 その他（                    ） 

19 不安や不満は特にない 
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問13で「16 いじめられている」と答えた⼈だけにおたずねします。 
問14 それはどのようなことですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ からかわれる    ２ 悪口など、いやなことを言われる 

３ 無視される    ４ ぶたれたり、けられたりする 

５ お金をとられる    ６ 物をこわされたり、かくされたりする 

７ インターネットや SNS でいやなことを書かれる 

８ その他（                       ） 

 

 

 

 

５ 家庭について 

問15 あなたのお⽗さんは、ふだん、あなたの気持ちをよく分かっていると思いますか。（１つに○） 
※お父さんのいないかたは問16へお進みください。 

１ とてもよく分かっている  ２ よく分かっている 

３ あまり分かっていない  ４ まったく分かっていない 

問16 あなたのお⺟さんは、ふだん、あなたの気持ちをよく分かっていると思いますか。（１つに○） 
※お母さんのいないかたは問17へお進みください。 

１ とてもよく分かっている  ２ よく分かっている 

３ あまり分かっていない  ４ まったく分かっていない 

問17 あなたは、お⽗さんやお⺟さんから体罰（たいばつ︓たたかれたり、⻑時間⽴たされるなど体がつらか
ったり痛かったりすること）を受けたことはありますか。（１つに○） 

※お父さんもお母さんもいないかたは問20へお進みください。 

１ 受けたことはない    ２ ごくまれに受けたことがある 

３ ときどき受けていた   ４ 日常的に受けていた 

問18 あなたは、お⽗さんやお⺟さんから⾔葉によって傷つけられたことがありますか。（１つに○） 

１ 受けたことはない    ２ ごくまれに受けたことがある 

３ ときどき受けていた   ４ 日常的に受けていた 

問19 あなたは、お⽗さんやお⺟さんに暴⼒をふるうことが、これまでにありましたか。（１つに○） 

１ ふるったことはない   ２ ごくまれにふるったことがある 

３ ときどきふるったことがある  ４ 日常的にふるったことがある 
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問20 あなたが、ふだんの家族との⽣活の中で、不安や不満に感じていることがありますか。（あてはまるも
のすべてに○） 

１ 勉強へのプレッシャーが大きい   

２ 遊ぶ時間が少ない 

３ 進学についてお金の問題や心配がある  

４ しつけがきびしい 

５ 家族の仲が悪い     

６ 眠る時間や休む時間が少ない 

７  自分が安心していられる場所（自分の部屋など）がない 

８ 親が家にいないことが多い、親と一緒にいる時間が少ない 

９ 親が自分の意見を聞いてくれない、無視される 

10 兄弟姉妹の世話、親の介護、家事などの手伝いをしなければならない 

11 家にお金がなく、必要なものが買えない 

12 塾や習い事に行かせてくれない 

13 通いたくないのに、塾や習い事に行かされる 

14 宗教に入るように強く勧められる 

15 その他（                  ） 

16 不安や不満は特にない 

問21 家族の中にあなたがお世話をしている⼈はいますか。※ここでの「お世話」とは、本来⼤⼈が⾏う家事
や家族の世話などを毎⽇のようにすることです。（１つに○） 

１ いる   ２ いない 

問21で「１ いる」と答えた⼈だけにおたずねします。 
問21-1 あなたが⾏っているお世話は、どのようなものですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 家事（食事の準備や掃除、洗濯など） 

２ 兄弟姉妹の世話や送迎など 

３ 障がいや病気のある家族の入浴やトイレのお世話 

４  通院などへのつきそい 

５ ぐちを聞く、話し相手になる 

６ 通訳（日本語や手話など） 

７ その他（                 ） 

問21で「１ いる」と答えた⼈だけにおたずねします。 
問21-２ お世話をしていることで、やりたいけど、できていないことはありますか。（あてはまるものすべて

に○） 

１ 学校に行きたくても行けない  ２ どうしても学校を遅刻・早退してしまう 

３ 宿題をする時間や勉強する時間が取れない ４ 睡眠が十分に取れない 

５ 友だちと遊ぶことができない    

６ クラブ活動や習い事ができない、もしくはやめるしかなかった 

７ 進路の変更を考えた   ８ 自分の時間がとれない 

９ その他（                    ） 

10 特にない 
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６ 将来のことや働くことについて 

問22 あなたは、「社会のために役⽴つことをしたい」と思いますか。（１つに○） 

１ そう思う    ２ どちらかといえば、そう思う 

３ どちらかといえば、そう思わない ４ そう思わない 

問23 あなたは、⾃分の将来について明るい希望を持っていますか。（１つに○） 

１ 希望がある   ２ どちらかといえば、希望がある 

３ どちらかといえば、希望がない ４ 希望がない 

問24 将来に対して、特にどのようなことに不安を感じますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 進路・進学のこと   ２ 就職・仕事のこと 

３ お金のこと   ４ 親のこと  

５ 自分の健康のこと   ６ 結婚のこと 

７ 生きがいのこと   ８ 友だちなどの人間関係のこと 

９ 世の中のできごとのこと  10 孤立やひきこもりのこと 

11 特に不安はない 

12 その他（              ） 

13 よくわからない不安 

 

 

 

７ 地域とのかかわりについて 

問25 現在、地域の中で⼊っているものはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 地域の子ども会   ２ ボランティアグループ 

３ クラブチーム   ４ ボーイスカウト・ガールスカウト 

５ その他（             ）６ 特に入っているものはない 

問26 あなたは、ふだんから地域の⼈に⾒守られていると感じますか。（１つに○） 

１ とても感じる   ２ どちらかといえば感じる 

３ どちらかといえば感じない  ４ 感じない 

 

 

 

８ こどもの権利について 

問27 「こどもの権利」とは、こどもが⼤⼈と同じく⼀⼈の⼈間として持つ権利であり、安⼼して⽣活できる
こと、⾃由に意⾒を⾔ったり活動したりできることなどが含まれます。あなたは、「こどもの権利」に
ついて知っていますか。（１つに○） 

１ くわしく知っている  ２ 少し知っている 

３ 聞いたことがある   ４ 聞いたことがない 
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問28 あなたは、安城市において、こどもの権利が⼤切にされていると思いますか。（１つに○） 

１ とても大切にされていると思う  

２ どちらかといえば大切にされていると思う 

３ どちらかといえば大切にされていると思わない 

４ まったく大切にされていると思わない 

５ わからない 

問29 みなさんの意⾒を市役所に伝えるために、あなたが参加しやすい⽅法を教えてください。（あてはまる
ものすべてに○） 

１ ワークショップなどでみんなで意見を交換できる場 

２ 少人数で話を聞いてもらえる場 

３ １対１で信頼できる人に話を聞いてもらえる場 

４ LINE やＸ（旧 Twitter）などＳＮＳ 

５ 「こども会議」など子どもの代表が参加する会議 

６ その他（               ） 

７ 特に意見を伝えたいと思わない 

 

 

９ 自由回答 

最後に、市が⼦どもに対して⾏ってほしい取組など、ご意⾒がございましたらご⾃由にご記⼊ください。 

 

ご協力ありがとうございました。 



「子ども・若者の意識や生活に関するアンケート調査」 

ご協力のお願い 

この調査は、安城市に住む16歳～39歳までの方を対象に、みなさんのふだんの生活や

考えについておたずねするものです。いただいた回答は、これからの安城市の子ども・若

者を支援するための取組に役立てます。ご協力をよろしくお願いいたします。 

令和６年１月 安城市長 三星 元人

タブレット端末や、スマートフォンから回答してください。

下記の二次元コードを読み取ると回答フォームにアクセスできます。 

二次元コードが読み取れない場合は 

 https://questant.jp/q/anjo_wakamono 

からアクセスしてください。※回答はひとり１回でお願いします。 

調査に関するお問い合わせ先 

安城市 子育て健康部 子育て支援課 

電話：０５６６－７１－２２２７  ＦＡＸ：０５６６－７６－１１１２ 

内容や記入方法についてわからないことがあればご連絡ください。 

回答期限は 

２月１６日（金） 

です！ 

資料５
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子ども・若者の意識や生活に関するアンケート調査 

この調査は、安城市に住む16歳〜39歳までの⽅を対象に、みなさんのふだんの⽣活や考えについておたず
ねするものです。いただいた回答は、これからの安城市の⼦ども・若者を⽀援するための取組に役⽴てます。
ご協⼒をよろしくお願いいたします。 

 

１ あなたについて 

問1 あなたの年齢を教えてください。（数字を記⼊） 

（        ）歳 ※令和６年１月１日現在 

問２ あなたの性別を教えてください。（１つに〇） 

１ 男   ２ 女   ３ その他 

問３ お住まいの中学校区を教えてください。（１つに〇） 

１ 安城南中学校区   ２ 安城北中学校区 

３ 明祥中学校区   ４ 安城西中学校区 

５ 桜井中学校区   ６ 東山中学校区 

７ 安祥中学校区   ８ 篠目中学校区  

９ わからない（町名：           ）  

問４ あなたは現在結婚していますか。（１つに〇） 
１ 結婚している（事実婚を含む） ２ 結婚していない 

問５  ⼀緒に暮らしているご家族はどなたですか。（あてはまるものすべてに〇） 
１ 父    ２ 母 

３ 兄弟姉妹    ４ 祖父母 

５ あなたの配偶者（事実婚を含む） ６ あなたの子 

７ その他親族   ８ 友人・恋人 

９ その他（ホームステイをしている人など） 

10 同居している人はいない（単身世帯） 

問６  あなたの家の⽣計について、以下の（１）と（２）のそれぞれにお答えください。 

（１）⽣計を⽀えているかたは主にどなたですか。また、仕送りで⽣計を⽴てている⽅は、その仕送りを主に
してくれている⼈をお答えください。（１つに〇） 

１ あなた自身 

２ 父 

３ 母 

４ あなたの配偶者（事実婚を含む） 

５ 兄弟姉妹 

６ その他（                     ） 

７ わからない、答えられない 
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（２）主に⽣計を⽀えているかたの主な収⼊源は何ですか。（１つに〇） 
１ 就労、事業による収入（農業収入を含む）  

２ 預金やその利息、財産からの収入（株の配当や不動産賃料など） 

３ 年金 

４ 生活保護 

５ その他（                 ） 

６ わからない、答えられない 

問７ あなたが最後に卒業（中退を含む）した学校はどこですか。在学中のかたは、現在在学している学校を
お答えください。（１つに〇） 

１ 中学校     ２ 高等学校  

３ 専修学校・専門学校   ４ 高等専門学校・短期大学 

５ 大学・大学院    ６ その他（                ） 

問８ あなたの現在の状況をお答えください。（１つに〇） 
１ 生徒・学生（予備校生などを含む）  ２ パート・アルバイト 

３ 派遣社員     ４ 契約社員・嘱託 

５ 正規の社員・職員・従業員   ６ 会社などの役員 

７ 自営業・自由業    ８ 家族従業者・内職 

９ 専業主婦・主夫    10 家事手伝い 

11 無職（仕事を探している）   12 無職（仕事を探していない） 

13 その他（               ） 

 

 

２ 普段の生活について 

問９  あなたは、仕事や学校での使⽤以外で、１⽇にどれくらいパソコン、スマートフォンなどを⾒ていま
すか。（１つに〇） 

１ まったく見ない    ２ １時間未満 

３ １時間～２時間未満   ４ ３時間～４時間未満 

５  ４時間～５時間未満   ６ ５時間以上 

問10 あなたは普段どのくらい外出しますか。現在のことについてお答えください。（１つに〇） 

１ 仕事や学校で平日は毎日外出する 

２ 仕事や学校で週に３～４日外出する 

３ 遊び等で頻繁に外出する 

４ 人づきあいのためにときどき外出する 

５ 普段は家にいるが、自分の趣味に関する用事のときだけ外出する 

６ 普段は家にいるが、近所のコンビニなどには出かける 

７ 自室からは出るが、家からは出ない 

８ 自室からほとんど出ない 

９ その他（                        ） 
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問10で「５」〜「８」のいずれかに答えた⼈だけにおたずねします。 

問11 あなたの外出状況が現在の状態となって、どのくらい経ちますか。（１つに〇） 
１ ３か月未満    ２ ３か月～６か月未満 

３ ６か月～１年未満    ４ １年～２年未満 

５ ２年～３年未満    ６ ３年～５年未満 

７ ５年～７年未満    ８ ７年～10 年未満 

９ 10 年～15 年未満    10 15 年～20 年未満 

11 20 年以上 

問11で「３」〜「11」のいずれかに答えた⼈だけにおたずねします。 

問12 あなたの外出状況が現在の状態になったのは、何歳の頃ですか。（数字を記⼊） 

（        ）歳  

問11で「３」〜「11」のいずれかに答えた⼈だけにおたずねします。 

問13 あなたの外出状況が現在の状態になった理由はなんですか。（１つに〇） 
１ 小学校時代の不登校   ２ 中学校時代の不登校 

３ 高校時代の不登校  

４ 大学（専門学校、短期大学等を含む）時代の不登校 

５ 受験に失敗したこと（高校・大学等） ６ 就職活動がうまくいかなかったこと  

７ 職場になじめなかったこと   ８ 人間関係がうまくいかなかったこと 

９ 病気     10 妊娠・出産したこと 

11 退職したこと    12 家族等の介護・看護を担うことになったこと 

13 新型コロナウイルス感染症が流行したこと 14 その他（                ） 

15 特に理由はない    16 わからない 

 

問14 最近６か⽉間に、家族以外の⼈と会話しましたか。（１つに〇） 
１ よく会話した    ２ ときどき会話した 

３ ほとんど会話しなかった   ４ まったく会話しなかった 

 

 

３ 自分自身について 

問15 あなたの思いや気持ちについて、もっとも近いものに○をつけてください。（それぞれ１つに〇） 
 

あてはまる 

どちらかとい

えばあてはま

る 

どちらかとい

えばあてはま

らあない 

あてはまら

ない 

①今の自分が好きだ １ ２ ３ ４ 

②親（保護者）から愛されていると思う １ ２ ３ ４ 

③うまくいくかわからないこともがん

ばって取り組む 
１ ２ ３ ４ 

④自分は役に立たないと強く感じる １ ２ ３ ４ 
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問16 現在、悩んでいることや不安に感じていることはありますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 友人関係のこと    ２ 家族関係のこと 

３ 勉強や進学のこと    ４ 学校生活のこと 

５ 仕事や就職のこと    ６ お金のこと 

７ 自分の健康のこと    ８ 自分の性格のこと 

９ 自分の見た目（容姿・体形等）のこと 10 恋愛や結婚のこと 

11 性のこと     12 家族の健康や介護のこと 

13 政治や社会のこと    14 将来のこと 

15 その他（            ） 16 特に悩みや不安はない 

問17 悩みや不安を感じたときに、だれ・どこに相談していますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 親     ２ 兄弟姉妹 

３ 祖父母     ４ 友人・知人 

５ 学校の先生    ６ 保健室の先生  

７ スクールカウンセラー   ８ 塾や習い事の先生 

９ 職場の同僚や上司    10 恋人や配偶者 

11 病院の先生    12 インターネットのチャット・掲示板 

13 LINE やＸ（旧 Twitter）などのＳＮＳ 14 その他（              ） 

15 誰にも相談したくない 

 

４ 将来のことや働くことについて 

問18 あなたは、「社会のために役⽴つことをしたい」と思いますか。（１つに○） 

１ そう思う    ２ どちらかといえば、そう思う 

３ どちらかといえば、そう思わない ４ そう思わない 

問19 あなたは、⾃分の将来について明るい希望を持っていますか。（１つに○） 

１ 希望がある   ２ どちらかといえば、希望がある 

３ どちらかといえば、希望がない ４ 希望がない 

問20 将来に対して、特にどのようなことに不安を感じますか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 進路・進学のこと   ２ 就職・仕事のこと 

３ お金のこと   ４ 親のこと 

５ 自分の健康のこと   ６ 結婚のこと 

７ 生きがいのこと   ８ 友人などの人間関係のこと 

９ 世の中のできごとのこと  10 孤立やひきこもりのこと 

11 その他（              ） 

12 よくわからない不安 
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問４で「２ 結婚していない」と答えた⼈におたずねします。 

問21 あなたは将来、結婚したいですか。（１つに○） 
１ 結婚したい    ２ どちらかといえば結婚したい 

３ どちらかといえば結婚したくない  ４ 結婚したくない 

５ わからない 

問 21 で「１ 結婚したい」または「２ どちらかといえば結婚したい」と答えた⼈におたずねします。 

問 22 現在、結婚していない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 18 歳以上であるが結婚するにはまだ若すぎる ２ 結婚できる年齢（18 歳）に達していない 

３ 結婚する必要性をまだ感じない  ４ 今は仕事（学業）に打ち込みたい 

５ 趣味や娯楽を楽しみたい   ６ 自由さや気楽さを失いたくない 

７ 適当な相手にまだめぐり会わない  ８ 結婚資金が足りない 

９ 人とうまく付き合えない   10 結婚生活のための住居の目途がたたない 

11 親や周囲が結婚に同意しない 
  12 その他（                               ） 

問 21 で「３ どちらかといえば結婚したくない」または「４ 結婚したくない」と答えた⼈におたず
ねします。 

問 23 結婚したくない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 結婚する必要性を感じない         ２ 結婚しなくてもパートナーがいればよい 

３ 仕事（学業）に打ち込みたい        ４ 趣味や娯楽を楽しみたい 

  ５ 自由さや気楽さを失いたくない       ６ 経済的に余裕がない 

７ 人とうまく付き合えない          ８ 結婚後の人間関係に不安がある 

  ９ 独りでも安定した生活を送れる       10 家族に対する責任を負担に感じる  

11 人と一緒に住むことが負担に感じる     12 結婚に良いイメージがない 

13 特に理由はない 

  14 その他（                               ） 

問４で「３ 結婚している（事実婚を含む）」と答えた⼈におたずねします。 

問 24 相⼿とは、どのようなきっかけで出会いましたか。 

１ 友人や知人の紹介             ２ 勤務先や仕事の関係先 

  ３ 趣味やサークルを通じて          ４ 学校や同窓会 

  ５ 街中や旅先                ６ 婚活イベント 

７ ＳＮＳ（ソーシャルネットワーキングサービス）  ８ マッチングアプリ 

  ９ 結婚相談所                10 お見合い 

  11 その他（                               ） 
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問25 あなたは「結婚」をどのように考えますか。（あてはまるものすべてに○） 
１ 精神的な安らぎの場が得られる  ２ 好きな人とずっと一緒に暮らせる 

３ 経済的に安定する    ４ 生活が便利になる 

５ 親を安心させることができる  ６ 自分の子どもや家族を持てる 

７ 親から独立してひとり立ちできる  ８ 家事や育児が大変 

９ 責任や義務が発生する   10 自分の時間や自由な行動が制約される 

11 自由に使えるお金が少なくなる  12 自分や相手の親戚づきあいなどが増える 

13 その他（            ） 14 わからない 

問26 あなたは将来、⼦どもを持ちたいと思いますか。（１つに○） 
１ 子どもを持ちたい    ２ どちらかといえば子どもを持ちたい 

３ どちらかといえば子どもを持ちたくない ４ 子どもを持ちたくない 

５ わからない    ６ すでに子どもがいる 

問27 あなたは「⼦どもを持つこと」をどのように考えますか。（あてはまるものすべてに○） 
１ 子どもを持つことは自然なことである ２ 自分の子孫を残すことができる 

３ 子どもを持つことで周囲から認められる ４ 子どもがいると生活が楽しく豊かになる 

５ 子どもは老後の支えになる   ６ 子どもは将来の社会の担い手になる 

７ 子どもは夫婦関係を安定させる   

８ 好きな人の子どもを持ちたいから、子どもを持つ 

９ 配偶者や親など周囲が望むから、子どもを持つ 

10 自分の家の家名を残すことができる  11 自分の自由な時間が制約される 

12 経済的な負担が増える   13 身体的・精神的な負担が増える 

14 その他（                               ） 

15 わからない 

 

 

５ 地域とのかかわりや市の取組について 

問28 あなたは、地域の活動や⾏事にどの程度参加していますか。（１つに○） 

１ よく参加している   ２ ときどき参加している 

３ まったく参加していない 

問29 あなたは、今の安城市の⾏政にどのくらい関⼼がありますか。（１つに○） 
１ 非常に関心がある   ２ どちらかといえば関心がある 

３ どちらかといえば関心がない ４ 関心がない 

５ わからない 
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問30 あなたは、これから⼦ども・若者のために、安城市に必要な取組は何だと思いますか。（○は3つまで） 

１ お金の心配をすることなく学べる（進学・塾に行く）ように支援する 

２ 就職に向けた相談やサポート体制を充実させる 

３ 技術や資格取得を支援する 

４ イベントやボランティアなどの自主的な活動を支援する 

５ 自由に過ごせる場を増やす 

６ 自分の意見を発表できる機会を増やす 

７ 困難を抱える子ども・若者を包括的に支援する体制を整備する 

８ 参加したり過ごしたりできる場やイベントなどの情報を提供する 

９ その他（                                     ） 

10 特にない 

問31 あなたは、⼦ども・若者を対象とした育成⽀援機関等を知っていますか。（あてはまるものすべてに○） 
１ 愛知県精神保健福祉センター 

２ こころの健康相談（衣浦東部保健所） 

３ 安城市子ども発達支援センター「あんステップ」 

４ 若者総合相談窓口「あんさぽ」（青少年の家内） 

５ 児童相談所・福祉事務所などの児童福祉機関  

６ 安城市教育センター、適応指導教室 

７ 安城市青少年の家 

８ 安城市地域職業相談室、ハローワーク刈谷、知立若者サポートステーション、ヤング・ジョブ・あ

いちなどの就労支援機関 

９ 児童センター 

10 フリースクール（フリースペース）  

11 通信制高校のサポート校  

12 安城市保健センター 

13 安城市社会福祉協議会 

14 その他民間の機関（自然体験活動、学習支援、就労支援、ひきこもりの支援など若者育成支援を行

う NPO など）  

15 どれも知らない 

問31で「１」〜「14」のいずれかに答えた⼈だけにおたずねします。 
問32 これらの機関を利⽤したことはありますか。（１つに○） 

１ ある 

２ ない 

問33 これらの機関について利⽤したいと思いますか。（１つに○） 
１ 利用したいと思う 

２ どちらかといえば利用したいと思う 

３ どちらかといえば利用したいと思わない 

４ 利用したいと思わない 

５ わからない 
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６ こどもの権利について 

問34 「こどもの権利」とは、こどもが⼤⼈と同じく⼀⼈の⼈間として持つ権利であり、安⼼して⽣活できる
こと、⾃由に意⾒を⾔ったり活動したりできることなどが含まれます。あなたは、「こどもの権利」に
ついて知っていますか。（１つに○） 

１ くわしく知っている  ２ 少し知っている 

３ 聞いたことがある   ４ 聞いたことがない 

問35 あなたは、安城市において、こどもの権利が⼗分に尊重されていると思いますか。（１つに○） 

１ とても尊重されていると思う  

２ どちらかといえば尊重されていると思う 

３ どちらかといえば尊重されていると思わない 

４ まったく尊重されていると思わない 

５ わからない 

問36 あなたは、「こどもの権利」を守るために、どのような仕組みがあると良いと思いますか。（３つまで〇） 

１．子どもに「こどもの権利」について学校等で教える 

２．市民に広く「こどもの権利」について周知する 

３．子どもが困ったことや大人に伝えたいことを、伝えるサポートをしてくれる人材を育成する 

４．子どもが困ったときに電話、ＳＮＳ、メールなどで相談できる場をつくる 

５．子どもが困ったときに誰にも知られず相談できる場所を地域につくる 

６．子どもが国や社会に意見を伝える方法を学ぶ機会をつくる 

７．子ども議会など、行政に対して子どもが意見を言えるしくみをつくる 

８．その他（                                    ） 

９．わからない 

 

 

７ 自由回答 

最後に、⼦ども・若者に対する⽀援に関してご意⾒がございましたら、ご⾃由にご記⼊ください。 

 

ご協力ありがとうございました。 
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「こども大綱」の数値目標を見据えたアンケート設問項目（案） 

 

国において、現在こども基本法に基づく「こども大綱」を策定中であり、年内の閣議決定が目

指されています。現在、「こども大綱」に盛り込まれる数値目標として、次のような項目が示され

ています。 

本市で実施する各種アンケート調査においても、これら指標の設定を視野に入れた調査設問を

追加します。 

 

■こども大綱に盛り込まれる数値目標 

№ 項目 
現状

（％） 

目標

（％） 

１ こどもまんなか社会の実現に向かっていると考える人の割合 
15.7 

(2023) 
70 

２ 生活に満足しているこどもの割合 
60.8 

(2022) 
70 

３ 今の自分が好きだと答えるこども・若者の割合（自己肯定感の高さ） 
60.0 

(2022) 
70 

４ 社会的スキルを身につけているこどもの割合 
74.2 

(2022) 
80 

５ 自分には自分らしさというものがあると考えるこども・若者の割合 
84.1 

(2022) 
90 

６ どこかに助けてくれる人がいるとするこども・若者の割合 
97.1 

(2022) 
現状維持 

７ 
今までに社会生活や日常生活を円滑に送れたとするこども・若者の

割合 

51.5 

(2022) 
70 

８ 
こども政策に関して意見を聞いてもらえていると考えるこども・若

者の割合 

20.3 

(2023) 
70 

９ 自分の将来について明るい希望を持っているこども・若者の割合 
66.4 

（2022） 
80 

10 日本の将来は明るいと考えるこども・若者の割合 
31.0 

（2018） 
55 

11 
結婚、妊娠、こども・子育てに温かい社会の実現に向かっていると考

える人の割合 

27.8 

（2023） 
70 

12 こどもの世話や看病について頼れる人がいると答えた人の割合 
83.1 

（2022） 
90 

※令和５年 12 月の報道資料より作成 
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①こどもまんなか社会の実現に向かっていると考える人の割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：就学前児童保護者、小学生児童保護者、若者アンケート 

調査設問案 

 
問〇 あなたは、安城市において、「こどもまんなか社会」の実現に向かっていると思いますか。

（○は１つ） 
 

（参考） 

こどもまんなか社会 

常にこどもの最善の利益を第一に考え、こどもに関する取組・政策を我が国社

会の真ん中に据えることで、全てのこども・若者が身体的・精神的・社会的に

幸福な生活を送ることができる社会 

 
１．向かっていると思う 

２．どちらかといえば向かっていると思う 

３．どちらかといえば向かっていると思わない 

４．向かっていると思わない 

 
 
②生活に満足しているこどもの割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：こどもアンケート 

調査設問案 

問〇 全体として、あなたはあなたの最近の⽣活全般に、どのくらい満⾜していますか。「０」 は「まったく
満⾜していない」を、「10」は「⼗分に満⾜している」ことを意味します。０〜10までであてはまる番
号をお答えください。（１つに○） 

０    １   ２   ３   ４   ５   ６   ７   ８   ９   10 

 

 

 

 

 

③今の自分が好きだと答えるこども・若者の割合（自己肯定感の高さ） 
 

現在の調査設問案に含まれている 

該当する調査：こどもアンケート（問 12）、若者アンケート（問 15） 
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④社会的スキルを身につけているこどもの割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：こどもアンケート 

調査設問案 

問〇 あなたは、だれとでもすぐに仲良くなれる⽅ですか。（１つに○） 

１ そう思う    

２ どちらかといえば、そう思う 

３ どちらかといえば、そう思わない 

４ そう思わない 

 

 

⑤自分には自分らしさというものがあると考えるこども・若者の割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：こどもアンケート、若者アンケート 

調査設問案 ※こどもアンケート（問 12）、若者アンケート（問 15）に追加 

問○ あなたの思いや気持ちについて、もっとも近いものに○をつけてください。（それぞれ１つに〇） 
 

あてはまる 

どちらかとい

えばあてはま

る 

どちらかとい

えばあてはま

らない 

あてはまら

ない 

⑤自分には自分らしさというものがあ

ると思う 
１ ２ ３ ４ 

 
 

⑥どこかに助けてくれる人がいるとするこども・若者の割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：こどもアンケート、若者アンケート 

調査設問案 

【こどもアンケート】 

問〇 あなたにとって、「こまったときは助けてくれる」⼈は誰ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１ 家族・親せき 

２ 学校の先生 

３ 友だち（学校や塾や習い事での友だちなど） 

４ 地域の人（近所の人など） 

５ インターネット上における人やグループ（実際には会ったことがなかったり、または、何回か会っ

たことはあっても、基本的にはインターネット中心の付き合いの人やグループ） 

６ その他（                   ） 

７ そのような人はいない 
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【若者アンケート】 

問〇 あなたにとって、「困ったときは助けてくれる」⼈は誰ですか（あてはまるものすべてに○） 

１ 家族・親戚 

２ 学校で出会った友だち（現在通っている学校の友だち、かつての同窓生など） 

３ 地域の人（近所の人、町内会などの知人、消防団などの地域活動での知人、塾や習い事での知人、

参加している NPO 法人など） 

４ インターネット上における人やグループ（実際には会ったことがなかったり、または、何回か会っ

たことはあっても、基本的にはインターネット中心の付き合いの人やグループ） 

５ 職場・アルバイト関係の人（現在及び過去の職場の同僚・上司・部下、その他仕事の関係で知り合

った人など） 

６ その他（                   ） 

７ そのような人はいない 

 

 

⑦今までに社会生活や日常生活を円滑に送れたとするこども・若者の割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：若者アンケート 

調査設問案 

問〇 あなたは今までに、社会⽣活や⽇常⽣活を円滑に送ることができなかった経験がありましたか。 また
は、現在、社会⽣活や⽇常⽣活を円滑に送れていない状況がありますか。 最もあてはまるものを選ん
でください。（１つに〇） 

１ 今までに経験があった（または、現在ある） 

２ どちらかといえば、あった（ある） 

３ どちらかといえば、なかった（ない） 

４ なかった（ない） 

５ わからない、答えられない 

 

⑧こども政策に関して意見を聞いてもらえていると考えるこども・若者の割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：こどもアンケート、若者アンケート 

調査設問案  

問〇 あなたは、安城市の取組において、こども・若者の意⾒を聞いてもらえていると思いますか。（１

つに○） 
１ 聞いてもらえていると思う 

２ どちらかといえば聞いてもらえていると思う 

３ あまり聞いてもらえていないと思う 

４ まったく聞いてもらえていないと思う 
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⑨自分の将来について明るい希望を持っているこども・若者の割合 
 

現在の調査設問案に含まれている 

該当する調査：こどもアンケート（問 23）、若者アンケート（問 19） 

 

 

⑩日本の将来は明るいと考えるこども・若者の割合  
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：こどもアンケート、若者アンケート 

調査設問案  

問〇 あなたは、⽇本の将来は明るいと思いますか。（１つに○） 
１ 明るい 

２ どちらかといえば明るい 

３ どちらかといえば暗い 

４ 暗い 

５ わからない 

 

 

 

 

⑪結婚、妊娠、こども・子育てに温かい社会の実現に向かっていると考える人の割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：就学前児童保護者、小学生児童保護者アンケート 

調査設問案 

 

問〇 あなたは、安城市において、結婚、妊娠、こども・子育てに温かい社会の実現に向かって

いると思いますか。（○は１つ） 
 

 
１．向かっていると思う 

２．どちらかといえば向かっていると思う 

３．どちらかといえば向かっていると思わない 

４．向かっていると思わない 
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⑫こどもの世話や看病について頼れる人がいると答えた人の割合 
 

新たに調査項目を追加設定 

該当する調査：就学前児童保護者、小学生児童保護者アンケート 

調査設問案 

 

問〇 あなたは、子どもの世話や看病で頼れる人はいますか。（○は１つ） 
 

 
１．いる 

２．いない 

３．そのことでは人に頼らない 

 


